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くする程度）の圧縮処理をしなけれ
ばならない．高品質なMPEG-1注8や
MPEG-2が理想ではあるが，現状の
インターネット配信では負荷が大き
く不向きである．今回のストリーミ
ング配信注9では，通信速度の遅い回
線でも負荷の少ない画質で，高圧縮
の映像の配信ができるMPEG-4を用
いた．
 また，DVカメラを用いた映像記
録と蓄積にはMPEG-2，そして，記
録映像のオンディマンド配信には
WMV注10を用いた．後者は非常に圧
縮率が高く画質も MPEG-1並みで，
MPEG-1と同じ320×240サイズで圧
縮してもMPEG-1の約半分のファイルサイズで映像を収録することができることと，Windows
に標準で装備されているWindowsMediaPlayerで簡単に再生でき点が優れているためである．
2．オンライン授業評価と試験
 オンラインによる授業評価と試験
には，ごく普通のWebサーバ（今
回は RedHat Linux8.0注11）を準備し，
プログラムは kentwebのフリー CGI
注12を授業評価と試験用に編集した．
授業評価は毎回，授業が終わったと
きに携帯電話からWebサイトにア
クセスして，評価と感想や質問事項
を入力するようにした．オンライン
試験は，選択肢問題や記述問題を多
く取り入れるため入力スペースが大
きく携帯電話からでは難しいので，
インターネットに接続したパソコ
ンからのアクセスのみとした．その
場合は自宅等にインターネット接続
環境が整っていることが条件となる
（図2）．こうした試験では，学校で
行われる通常の紙ベースによる一斉
受験とは異なり試験監督ができない
ため，教科書，ノート，参考書等，
その他さまざまな資料の参照は許可をするとともに，電卓や辞書などのツールの使用も許可を
した．また，他者（友人や親など）による替え玉受験を行わないよう監視することもできな
図２  オンライン授業評価や試験におけるシステム概要．
オンライン試験の場合の教員はインターネット環境
があればどこに居てもよい。
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図３ オンライン授業評価例�������������
